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大和市市民活動推進補助金 応募用紙 
１６年 ９月２１日 

大和市長 あて 

              申請者  住 所                            

（団体の場合は団体名と代表者名） 

特定非営利活動法人かながわ難民定住援助協会 

氏 名  会長 櫻 井 ひろ子      

電話番号                                

次のとおり応募します。 

１．補助金の区分 

（どちらかを○で囲んでください） 

1．めばえ    ○2 ．はぐくみ 

２．事業の名称 インドシナ難民定住者を対象とした相談支援活動 

３．事業の目的 

 

インドシナ難民定住者とその家族が日常生活で起こる様々な問題

に対して、定住者自身が主体的に問題解決が出来、地域で自立定住

が促進されることを目的とする。 

対象者 ■主に大和市民 □その他（           ） 
４．事業の内容 1) 

 

（詳細は、事業計画

書を添付してくだ

さい） 

 

 

 

大和市より補助を頂いて当該事業を実施することで、広く市内の外

国人定住者の問題解決が図られ、自立定住が促進される。それによ

って他の関係各機関との連携・協力も今まで以上に発展すると考え

る。 

５．事業期間  平成１６年 ４月 １日 ～ 平成１７年 ３月３１日 

活動場所  ■主に大和市内 □その他（       ） 

拠点となる場所 ■大和市内 □その他（      ） □無し 

６．事業の実施体制 
2) 
法律相談会 

 弁護士２名、通訳３名、協会スタッフ２名 

一般相談 

 相談班６名 

 

事務局転記 
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７．事業の効果 

専門家による法律相談会を始めて９年、生活／一般相談班が出来て

５年が経ちました。法律相談は弁護士のアドバイスだけにとどまら

ず、ボランティアが弁護士による調停の場に付き添うケースが多く

なり、スタッフの不足が深刻です。複雑な問題に対応できるような

体制を整えることで定住者への支援も充実し、地域社会への参加も

容易になることから、定住者の自立定住促進が図れると考えます。 

(1) 現金支出分 ４９８，０００ 円 

(2) 無償分（金額換算） 
（積算の根拠となる書類を添付して

ください） 

 円 

８．事業に要する 

経費 

 

（収支予算書を添

付してください） 
(3) 合 計 ４９８，０００ 円 

９．補助希望額 ２００，０００ 円 

１０．添付書類 
3) 4) 5) 6) 

■ 事業計画書     ■ 事業収支予算書 

□ ８.(2)無償分経費の積算根拠書類 ■ 活動実績書類 

□ 

 

1) 「はぐくみ」を希望された場合は、これまでの活動をどう充実、発展させていくのかがわかる

ように記入してください。 

  

2) 活動場所、拠点となる場所については、該当するところにチェックと記入をしてください。 

3) 事業計画書、事業収支予算書は必ず添付してください。 

4) ８(2)無償分（金額換算）の欄に金額を記入した場合には、積算の根拠となる資料を添付して

ください。 

5) 「めばえ」の場合、活動実績書類は不要です。 

6) 活動実績書類として、団体の場合は直近の収支決算書も添付してください。 

7) 応募書類（添付書類も含む）は、個人情報保護の対象となる部分を除き公開いたします。 

 


